令和７年度　自己評価書保育園・保育園型
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1． 八束こども園の教育保育目標
〇　のびのびと心豊かに意欲をもって生活する子どもの育成

　・保育の専門性と豊かな感性を生かした安心できる環境のもと、意欲をもって生活し、遊び込むことができる子どもの心を育む。

　・遊びを通して、粘り強く頑張ることのできる力、友達と折り合いをつける力、気
持ちを切り替えるコントロール力を育み、生きる力の基礎を育てる。
















2． 本年度の重点目標
・愛着関係を基盤とした応答的であたたかい関わりの中で、一人一人が安心して生活し自己発揮ができるようにする。

　・子どもの興味、関心を捉えた的確な環境構成を行い、心を動かす（わくわくする）体験を重ねることで、自ら考え行動する意欲を育む。
　～子どもの「やってみたい」を大切に　楽しいからはじまる学び～

　・職員がそれぞれの専門性を活かして協力し合いながら、子ども一人一人の発達を連携して丁寧に見ていく。



















3． 園評価の個別評価
	評価指標
	考　察
	園総合評価

	教育課程・指導計画
	各年齢に合わせ、園の保育目標や重点目標に沿った計画の立案や振り返りができていた。
	　　３

	行事
	内容を見直しスリム化も図りつつ、子どもも職員も負担なく楽しめる行事の在り方を考えていきたい。
	３

	組織・運営
	組織として助け合える体制がとれていたと思う。
	４

	学級経営
	子ども一人一人を大切にし、気持ちを受け入れながら丁寧な関わりを意識した。
	３

	特別支援教育
	家庭や関係機関との連携を図り、個々の子どもに応じた指導計画のもと、保育を行っている。
	３

	安全管理・保健指導
	地震の時の余震も含めた対応の仕方や、毎月の避難訓練の経路の見直しなど、職員間で意見を出し合った。
	　　３

	研修（資質向上）
	参加できる研修には参加し、園内で復命をし合うことによって資質向上に努めた。
	３

	情報提供・保護者・地域との連携
	コドモンでの日々の発信に加え、ホームページで子どもの生き生き活動する様子を継続して発信できた。
	３

	小学校との接続・連携
	子ども同士の交流の他、職員間での話し合いや学びの場もあり、相互理解が深まった。
	３

	子育て支援
	保護者が必要とした時に相談できる関係づくりに努め、子育ての不安が少しでも軽減するよう配慮した。
	３

	食育の推進（給食）
	年長児の米作り体験と和食の日のだしの話がクッキングへと繋がり、食育を楽しめた。
	３

	食事の提供（調理）
	大量調理マニュアルに沿って適切に調理すると共に、年齢や個々に合わせた配慮をしている
	４



４．その他必要な評価
	評価指標
	考　察
	園総合評価

	
	
	



5． 本年度の重点目標及び総合的な評価結果の考察等

○重点目標について
・思いを受容し寄り添いながら安定した愛着関係をつくり、生活や遊びへの意欲が育つよう、一人一人を大切にした保育を日々心がけた。
・子どもの興味から環境構成を考えていく中で、さらに遊びが発展したり、異年齢での遊びに広がった体験もあった一方で、環境の再構築が不十分で遊びが継続しにくいこともあった。
・共同できる体制であったと感じている職員が多く、日頃から子どもの姿や保育について話し合える関係であったことは評価できる。園全体で子どもの育ちを見ていく意識は高まっていると思う。
○その他
・日々の衛生管理の徹底やアレルギー児等への個々の対応も適切にできており、保育士とも連携を取りながら安心安全な給食の提供ができていた。
　




















６．　評価結果を受けての具体的改善方策等
・今後も園内外の研修参加や復命など、職員が共に学び合い保育を高め合えるような研修の場をしっかり設けていきたい。

・主体的に遊び込める子どもの育成のために、乳児期からの環境作りにも重点を置きながら、応答的で主体的な体験が積み重なるよう、日々子どものことを話し合いながら環境構成を考えていく。










